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哲15.児童のスコアの変化
図15は,技能レベルで上位,中位,下位の3群に分け,
それぞれの単元前・後の態度スコアの平均を示したも
のである.
今回のゲームにおいては,個人プレイとしてのホー
ムランをねらうのではなく,安打をつないで連係攻撃
をすることが中心課題となるよう考案した.
したがって,ホームランを狙いたいと考えやすい技
能上位者の情意的側面における低下が懸念された.
しかし,『よろこび』『評価』『価値』の各尺度は,共
に向上が見られ,ホームラン狙いの抑制による停滞は
認められなかった.
一方,技能中位者,下位者も,『よろこび』『評価』『価
値』の各尺度得点を向上させ,特に『価値』尺度を大
きく伸ばしていることが認められた.
これは,本実践では,技能上位者のみならず,中位
者,下位者共に,バウンドポールを打ち出塁したり,
捕球しフォースプレイを取る等,チームプレイに関わ
る楽しさを味わえたことの結果であると推察された.
また,本実践では,簡易ゲーム記録法で,ほぼ1(泊%
近くゲームの再現ができ,児童に,個々の技能の変化
やプレイ事象が具体的にフィードバックされた.
その結果,個々の技能の伸びは,そのまま作戦に生
かされ,次のゲームに活用されていた. このことも,「チ
ームワークの発展」「みんなのよろこび」等の向上につ
ながったものと考えられた.
また,簡易ゲ-ム記録により,集団戦術の向上や個
々の技能の伸びが具体的に児童に示されたことにより,
児童の達成感や課題意識を明確にし,「体育科目の価値」
をはじめとした学習のよろこびにつながり,『よろこび』
『評価』のみならず,「体育科目の必要性」等の『価値』
尺度を大きく向上させたものと考えられた.
lV.まとめ
連係プレイが楽しめ,集団技能の向上するゲーム教
材と,作戦づくりに生きる簡易ゲーム記録法の開発を
行い,その有効性を検討した.
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(1)男女共に投球フォームが改善され,遠投距離は
18.9から20.3mに有意に向上させた.
(2)アンダ-スローの正確性は,有意ではないが男女
共に向上が見られた.
(3)捕球能力は,男女共に有意に向上し,約37%の児
童において,投球との局面融合の見られる捕球動作
が習得された.
(4)男女共に,空振りやゾーン外へのファウルを減少
させ,フェアソーンの中に正確にバウンドポールを
強く打てるように,男女共に打撃技能は向上した.
(5)攻撃面においては,個人の作戦から,打順や打撃
戦術を考えるチーム連係攻撃作戦へと連係意識の高
まりが認められた.
(6)守備面においては,1人プレイから2人プレイ,カ
バーリングも含めたチ-ム連係プレイへと作戦の発
展がみられ,送球を用いたフォースプレイやダブル
プレイが生起し,連係意識の高まりが認められた.
(7)今回考案した「簡易ゲーム記録法」は,5年生児
童にとっても記録可能であった. また,本記録法は,
児童にゲーム様相を具体的に示す資料となり,作戦
づくりに有効に機能することが認められた.
(8)本実践は,『よろこび』『評価』のみならず,『価
値』尺度をも高め,児童の体育授業に対する態度を
好意的に変容させた.
以上のことから,今回開発した2つのゲーム教材
と簡易ゲーム記録法は,チームプレイを高め,連係
プレイの楽しさを味わわせる上で有効であると考え
られた.
注1)ソフトボールは,昭和33年の小学校学習指導要領
において,6学年に位置づけられた. しかし,昭
和52年の指導要領において削除され,平成元年の
指導要額において,再び,「内容の取り扱い」に
示された. すなわち,学習指導要預における,ソ
フトボールの評価は一定していない14)
注2)作戦の工夫は,ゲーム様相の変化と密接な関係に
あり,集団技能向上の基底を成すものであると考
えられる.
注3)学習成果を客観的に測定した実践が少なく,本研
究で開発した教材とめ比較が困難であった.
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